
 令和７年度 

シラバス 

教科・科目 保健体育・保健 単位数 １ 

 

学年・クラス  １学年 （ 必修 ・ 選択 ） 担 当 者 小貫 海 

使用教科書 大修館 現代高等保健体育 

使用副教材 なし 

目 標 

個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるようにし、生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、改善

していく資質や能力を身につける。 

授業の内容・進め方 

授業の内容：健康安全について知識・ 理解を深め、毎時間のレポートをまとめやグループワークでの意見を交換する

ことなどを通して健康課題について考えていきます。 

考査：前期末・後期末考査の２回を予定しています。 

評価規準（観点別達成目標・評価項目） 

評価の観点 ① 知識・技能 ② 思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度 

観点別達成目標 

個人及び社会生活における健
康・安全について理解を深める
とともに，技能を身に付けるよ
うにする。 

健康についての自他や社会の
課題を発見し，合理的，計画的
な解決に向けて思考し判断する
とともに，目的や状況に応じて
他者に伝える力を養う。 

健康についての自他や社会の
課題を発見し，合理的，計画的
な解決に向けて思考し判断する
とともに，目的や状況に応じて
他者に伝える力を養う。 

評価の割合 １ １ １ 

 

 評価の観点 ①知識・技能 ②思考・判断・表現 
③主体的に学習に 

取り組む態度 

評 

価 

項 

目 

定期考査（年２回：前・後期末考査） ◎ ○ △ 

発言や提出など授業への参加の様子（適宜） ◎ ◎ ○ 

毎時レポート ◎ ◎ ◎ 

 

・観点別評価 ３つの 観点別に各評価項目の達成率でＡ・Ｂ・Ｃを決定する。 

Ａ：十分満足できる    Ｂ：おおむね満足できる   Ｃ：努力を要する 

・評価・評定 観点別評価から総合的に成績（評価・評定）を決定する。 

 

 

 

 

 

 

 



指導計画及び中単元別評価基準 

学

期 
月 単元 学習内容 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

前

期 

４ 
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９ 

現代社会と健康 

 

 

 

 

 

健康の考え方と成

り立ち 

私たちの健康のす

がた 

※それぞれの内容で下記
について理解したことを
言ったり書いたりしてい
る。 
・健康課題について 
・健康水準、疾病構造の
変化と、社会状況の関係
について 
・健康観の変化について 
・主体要因・環境要因が
健康の成立に関わってい
ることについて 

・自他や社会の健康課題
を発見している。 
・健康課題について、デ
ータや資料に基づいて分
析し、課題解決の方法を
ヘルスプロモーションの
考え方を踏まえて整理し
ている。 
・課題の解決方法と選択
した理由などを話し合っ
たり、記述したりして、
筋道を立てて説明してい
る。 

・健康の考え方に
ついて、課題の解
決に向けた学習に
主体的に取り組も
うとしている。 

生活習慣病の予防

と回復 

がんの原因と予防 

がんの治療と回復 

運動と健康 

食事と健康 

休養・睡眠と健康 

・生活習慣病などのリス
クと予防について、また予
防には健康診断やがん検
診などを受診することが
必要であることについて 

・がんは、生活習慣のみな
らず感染などの原因もあ
ることについて 

・予防と回復には、個人の
取組、社会的な対策が必要
であることについて 

・予防と回復について整
理したり、個人・社会生
活と関連付けたりして、
課題を発見している。 
・生活習慣や社会環境を
分析し、リスク軽減とＱ
ＯＬ向上に必要な対策を
整理している。 
・課題の解決方法と選択
した理由などを話し合っ
たり、記述したりして、
筋道を立てて説明してい
る。 

・生活習慣病とそ
の予防について、
課題の解決に向け
た学習に主体的に
取り組もうとして
いる。 

喫煙と健康 

飲酒と健康 

薬物乱用と健康 

・喫煙や飲酒は、生活習
慣病の要因となること、
これらの健康課題を解決
するには、個人、社会へ
の対策が必要であること
について 
・薬物の乱用は健康、社
会の安全に対して深刻な
影響を及ぼすことから、
決して行ってはならない
ことについて 
・薬物乱用を防止するに
は、個人・社会への対策
が必要であることについ
て 

・喫煙、飲酒、薬物乱用
の防止について、整理
し、個人・社会生活と関
連付けたりして、課題を
発見している。また、こ
れまでの取組を個人・社
会環境への対策から分析
したり、諸外国と比較し
て、防止策を評価してい
る。 
・課題の解決方法と選択
した理由などを話し合っ
たり、記述したりして、
筋道を立てて説明してい
る。 

喫煙、飲酒、薬
物乱用について、
課題の解決に向け
た学習に主体的に
取り組もうとして
いる。 

前期期末考査 

 

学

期 
月 単元 学習内容 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

後

期 

10 

 

 

 

 

現代社会と健康 

 

 

 

 

精神疾患の特徴 

精神疾患の予防 

精神疾患からの回

復 

・精神疾患の特徴と対処につ
いて  

・精神疾患の予防と回復につ
いて 

・治療のための知識と社会環
境について 

・課題を発見し、習得し
た知識を基に、健康を保
ち、不調に早く気付くた
めの個人・社会対策を整
理している。 
・課題の解決方法と選択
した理由などを話し合っ
たり、記述したりして、

・精神疾患の予防
とその回復につい
て、課題の解決に
向けた学習に主体
的に取り組もうと
している。 
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筋道を立てて説明してい
る。 

現代の感染症 

感染症の予防 

性感染症・エイズ

とその予防 

・感染症は、環境の影響を
受け、発生や流行に違いが
見られること、より短時間
で広がりやすくなっている
こと、また、意識の変化等
により、新興・再興感染症
の発生や流行が見られるこ
とについて 
・予防には、個人・社会の
対策が必要であること、エ
イズ及び性感染症について
も、その原因、及び予防の
ための個人の行動選択や社
会の対策について 

・現代の感染症と予防に
ついて、健康に関わる原
則や概念を基に整理した
り、生活と関連付け、課
題を発見している。 
・感染症の発生・流行に
ついて、事例を通して整
理し、感染リスク軽減の
ための対策に応用してい
る。 
・課題の解決方法と選択
した理由などを話し合っ
たり、記述したりして、
筋道を立てて説明してい
る。 

現代の感染症とそ
の予防について、
課題の解決に向け
た学習に主体的に
取り組もうとして
いる。 

健康に関する意志

決定・行動選択 

健康に関する環境

づくり 

・健康を保持増進するには、
自らの康を適切に管理する
ことが必要であるとともに、
環境づくりが重要であるこ
とについて 

・適切な意思決定や行動選択
には、個人の知識、価値観、
心理状態、及び人間関係など
を含む社会環境が関連して
いることについて 

・健康を保持増進するための
環境には、自然環境、政策や
制度、地域活動などの社会環
境があることについて 

・環境と健康について、
健康に関わる原則や概念
を基に整理し、生活と関
連付けて、課題を発見し
ている。 

・生活や産業活動などに
よる自然環境汚染につい
て、事例を通して整理し、
リスクを軽減するため
に、生活に応用している。 

・課題の解決方法と選択
した理由などを話し合っ
たり、記述したりして、筋
道を立てて説明してい
る。 

環境と健康につい
て、課題の解決に
向けた学習に主体
的に取り組もうと
している。 

安全な社会生活 事故の現状と発生

要因 

安全な社会の形成 

交通における安全 

・発生と要因について 
・安全な社会の形成には交
通安全、防災などを取り上
げて、環境の整備、適切な
行動などの個人の取組、地
域の連携が必要であること
について 
・交通事故を防止するに
は、生命を尊重するととも
に、心身の状態や環境、車
両特性などを把握するこ
と、適切な行動、環境整備
が必要であることについて 

・安全な社会づくりにつ
いて、整理し、課題を発
見している。 
・情報を整理し、環境整
備に応用している。 
・交通安全について、危
険を予測し回避するため
の自他や社会の取組を評
価している。 
・課題の解決方法と選択
した理由などを話し合っ
たり、記述したりして、
筋道を立てて説明してい
る。 

安全な社会づくり
について、課題の
解決に向けた学習
に主体的に取り組
もうとしている。 

応急手当とその基

本 

日常的な応急手当 

心肺蘇生法 

・応急手当の意義について 
・応急手当の手順や方法を
身に付け、自ら進んで行う
態度の必要性、救急体制の
整備を進めること、適切に
利用する必要があることに
ついて 
・AED などを用いて心肺蘇
生法ができる。 

・安全に関わる原則や概
念を基に整理し、自他や
社会の課題を発見してい
る。 
・知識や技能を傷害や疾
病に関連付けて、適切に
応用している。 
・課題の解決方法と、そ
れを選択した理由などを
話し合ったり、記述した
りして、筋道を立てて説
明している。 

応急手当につい
て、課題の解決に
向けた学習に主体
的に取り組もうと
している。 

後期期末考査 

 


